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2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度
外国語学部 4 4 5 4 6
現代国際学部 　 　 4 4 4
世界共生学部 　 　 1 1 1
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時間配分 進行 教員 学生
授業前 予習 予習内容を用意。 予習
10分 予習の共有 予習の共有
60〜65分 レクチャー レクチャー
15分 学生の学習活動 教室巡回 授業の振り返り、学生
間の意見交換（質問）
↓
コミュニケーション・
シート作成
授業後 フィードバック コミュニケーション・
シートへの返答。
⇒フィードバック
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5.2.2　ガイドラインの内容
　以下は、年度初めに導入科目の授業を担当する教員に実際に配布するガイ
ドラインの内容である。ガイドラインの内容は（1）予習課題、（2）予習の共
有、（3）授業での配布資料、時間配分など（教員用）、（4）授業中の学生の学習
活動、（5）授業後に行うこと、という5つの内容が示されている。
（1）‌予習
 教員：A4用紙1枚程度で、次回の授業で取り上げるテーマについ
ての問題提起、新聞記事、読み物などを用意する。
 学生：授業までに教員が用意したプリントを読む。
（2）‌予習の共有
 各教員の裁量で方法を考える。
（3）‌レクチャー
 教員：
（a） プリントはＡ3用紙1枚程度にとどめる。
（b）パワーポイントを利用することで、視覚的な情報なども提供で
きるように配慮する。
（c） 必要があれば、映像や音楽を使用する。
 ただし、レクチャーの時間の半分以下に留める。
（d）学生間での意見交換や振り返りに役立つような質問を教員側
からも用意する。
 学生：受動的にならないように、講義を聞く工夫をしてもらうこ
とが望ましい。
 （理想：ノートを取る。コミュニケーション・シートに書く内容
を考えながらレクチャーを聞く。）
（4）‌学生の学習活動
 教員：できるだけ、教室を巡回し学生の意見・質問に耳を傾ける。
学生：座席が近い学生同士でレクチャーの内容を振り返る・疑問
点を探す。コミュニケーション・シートを作成して、授業後に提出
する。
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（5）‌授業後
 教員：コミュニケーション・シートのチェック。学生から出たコメ
ントや質問に答えを提供するプリントを作成する、もしくは翌週の
授業でフィードバックを行う。
　このガイドラインは年度初めに、担当教員に配布されるが、あくまで指針
であるためこれに従って授業を行う義務があるわけではないものの、多くの
教員がこのガイドラインに沿って授業を行っている。
5.3　成績評価について
　履修者の成績は、授業後に毎回提出するコミュニケーション・シートと、
学期末に提出するレポートの総合点によって評価される。
　コミュニケーション・シートについては、履修者が授業で学んだこと、考
えたこと、疑問に思ったこと、授業後に調べたことなどをＡ4用紙2枚程度に
まとめて提出することになっている。
　レポート課題の作成と提出については、履修者は各回の講義の中から自分
が最も関心を持った回の講義に基づき、自分で学習した内容を加えてレポー
トを作成し、提出する。
　以下が、レポート作成要領である。
1．レポートは1200〜1600字程度。主題とする講義回の講義者名と題目
を明記すること。
2．学籍番号、氏名、提出日を記載すること。
 レポートは、手書き、ワード作成いずれも可。
 手書きの場合は400字詰め原稿用紙を使用すること。
3．レポート作成には、授業で示された、あるいは自分で探した資料を参
照し出典を明示すること。
 ＊原資料から引用した箇所は、末尾に参考文献を付けること（『アカ
デミック・スキルズのレポート作成の手引き』に準ずる。ただし、目
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 次と表紙は不要）。
4．引用資料を注記せず既存の文章を長文にわたってコピーした場合
は、評価の対象外とする。
5．講義に対する感想を述べただけに留まり、講義後の自己学習の成果
が反映されていない場合は、学習レポートとは認めない。
　レポートは履修者が選択した講義の担当者によって採点が行われる。レ
ポートの点数とコミュニケーション・シートの点数が合算され、最終的な成
績が決定される。
おわりに
　本報告では、世界共生学部の世界理解・日本理解の方法の授業内容、授業
ガイドライン、成績評価の方法について説明した。本学部の導入科目は、世
界共生学科教員によるオムニバス形式で構成される。「共生を実現するため
には何が必要か？」という総合主題が設定され、世界の諸地域の歴史、文化、
社会、政治経済、そして世界と日本のつながりについて学ぶことが可能であ
る。また、授業のガイドラインでは、予習や復習を通した履修者の能動的な学
習、教員と学生間の相互的なコミュニケーションが可能になる工夫が盛り込
まれている。授業のガイドラインについては、今後も改善を続けていくこと
が望まれる。成績評価については、今後はレポートの成績評価のためのルー
ブリック評価の作成なども可能であろう。
 【近藤野里】
6．世界教養学部における導入科目
　世界教養学科と国際日本学科の二学科体制である世界教養学部は2019年4
月の開設とともに、学部の基幹科目として世界教養プログラム導入科目の運
営を開始することとなった。2019年度は初年度の試みとして、授業運営上に
必要な教育環境の整備と教育目標を教員間で共有し運営に対する協力体制を
築いていくことが第一の課題となった。
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　本学部の教育目標に、世界と日本を複眼的に捉え、世界の知見を日本に還
元できる能力、また日本の魅力を世界に発信できる能力の養成がある。世
界と日本に対する複眼的な視野を養うために何が必要なのか。導入科目はま
さに複眼的視野を養うために必要な基礎学力を身につけるための第一歩とし
てカリキュラムに配置されている。このような意味で導入科目は世界への視
点、日本への視点、また世界と日本とが交差する起点を理解するために必要
な歴史認識を基礎学力として授業内容を組み立てていくものとして教育趣旨
を理解することを常に念頭に置きながら科目運営の作業が取り組まれてき
た。
　導入科目の教育目標として、近現代の歴史軸上で世界がどのように歴史的
変遷を辿り、日本が世界の歴史的変遷のなかでどのような変化を経て世界と
接点を持つようになっていったのか、世界を知り日本を改めて振り返り学ぶ
ことで国際社会に対する複眼的視野を養っていくことを位置づけている。こ
のような教育目標を踏まえ、世界と日本が歴史的、社会的に大きく構造転換
した近現代の時間軸に焦点を当て、1期科目として「世界理解の方法」、2期
科目として「日本理解の方法」を設定している。双方の授業を履修した先の
ゴールとして、世界の歴史的・社会的な変動・変化の流れを理解し、日本は世
界の流れの中でどのように変化を遂げてきたのか、「世界における日本」「日
本を通じての世界」という視野が一致する方向を見出していけるよう授業運
営を試みてきた。
　学部基幹科目としての世界教養プログラム導入科目を通じ、両学科が協同
作業として学部の特色を活かしながら教育内容を作り上げ、学部生に基礎学
力を身につけていくための教育を提供していくという趣旨のもと、本学部で
は両学科生が合同で履修する環境を置き、世界教養学科が「世界理解の方
法」、国際日本学科が「日本理解の方法」の授業運営を担当している。
6.1　「世界理解の方法」への取り組み（世界教養学科）
　1期「世界理解の方法」では、世界教養学科が運営主体である。本科目の
大きな目的は、先述の通り、近現代という時間における世界の構造的変遷を
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学ぶことにある。こうした目的に適った授業内容を組もうとするとき、普通
であれば、19世紀から20世紀にかけての世界史を通史的に教授することを考
えると思われる。しかし、世界教養学部の場合、学部特有のカリキュラム構
成を理由として、そのように通史的に授業を組むのが難しい、という事情が
存在する。この事情の説明ぬきに、世界教養学部における「世界理解の方法」
への取りくみを説明するのは難しい。そこで、ここでは、その世界教養学部
特有の事情を、ここでは、とくに、説明する。次いで、その特有の事情を考
慮して構想された授業内容や、成績評価のあり方、主体的な学びを学生に促
すための工夫を紹介する。
　まず、世界教養学部特有の事情についてである。2015年の世界教養学科設
立以来、世界教養学科のみに設置された科目群として、特定の学問的観点か
ら世界のさまざまな事象を網羅的に学ぶ「世界教養プログラム基盤科目」とい
うものがあり、この科目群のなかには、1期開講の「世界の文学と文化」「世
界の民族と宗教」、2期開講の「世界の美術と音楽」「世界の政治と経済」とい
う4科目が設けられていた。4科目から成る「世界教養プログラム基盤科目」
は、2019年に開設された世界教養学部に引き継がれた。その際に、科目群名
称が「世界教養ブリッジ（基盤）科目」と変更となったが、この変更は、そ
れまで世界教養学科の学生だけが受講していた科目を、国際日本学科の学生
も、学科の違いを超えて受講しともに学ぶ、という教育理念を反映してのこ
とだった。
　さて、世界教養学部開設以前の「基盤」科目を運営していた段階で、「基
盤」科目の内容と「世界理解の方法」の内容が重複するという問題が、学生
から指摘されていた。前者の目的は特定の学問的観点から世界の多様な事象
を学ぶことであり、後者の目的は世界の歴史を学ぶこと、というように、表
現される言葉のうえでは、両者の特徴が異なるよう設定されていたが、実際
に教授される授業内容としては、重なりあうことがまま見られたのである。
さらに、その重複を解消する調整も困難だった。というのも、「基盤」科目
も「世界理解の方法」もオムニバス科目であって相当数の担当者が授業をお
こなうつくりとなっており、それら担当者間で連絡をとり調整を促す仕組み
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をつくるのは、時間の面でも労力の面でも、実現可能ではなかったためであ
る。
　この重複の解消が、世界教養学部が開設されたあとの「ブリッジ（基盤）」
科目と「世界理解の方法」の再編において、模索されることになった。さま
ざまな方法をとることが想定されうるが、実際に採用したのは、特定の学問
的観点から世界のさまざまな事象を多様に学ぶという「ブリッジ（基盤）」科
目の特徴を残したまま、それら「ブリッジ（基盤）」科目とは異なった視点
での世界のとらえ方、歴史のとらえ方を「世界理解の方法」で教授する、と
いう方法だった。「文学」「文化」「美術」「音楽」「民族」「宗教」「政治」「経
済」という、いわば「王道」の視点に対して、いくぶん「斜めから」の視点
で「世界理解の方法」を組みたてることで、「世界理解の方法」と「ブリッジ
（基盤）」科目が相補的な関係になることを目指したのである。具体的には、
学問領域を横断する柔軟な思考が求められる「グローバル・ヒストリー」「メ
ディア」「情報技術（IT）」という3部構成で「世界理解の方法」を組みたて
た。各部、4回ずつの授業から成りたち、それら4回の授業を1人の教員が担
当する。
　受講者の成績は、各教員が4回の授業回のなかで、レポートや授業中課題
などを介して自由に評価し、そられ評価を均等に合算するかたちをとった。
その合算に、毎回の授業で提出させる前授業回内容をまとめたノートの評価
点を加えて、最終的な評価とした。まとめノートは、授業内容を再現できて
いるかどうかの程度により、評価点に差を設けた。
　このまとめノートを課すのには、与えられた情報を、その情報提供者の意
図にそって理解する能力という、大学において学習を進めるにあたり必要不
可欠な能力を涵養する、という意図がある。と同時に、学生の授業への向き
合い方を確認する材料としても利用できる。2019年度は、このまとめノート
の形式を指定しなかったため、提出されたノートの整理に膨大な時間がかか
ることとなった。2020年度以降、より、学生の理解を促し、授業に向き合う
姿勢を高めるものとなるよう、形式を設定する予定である。
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6.2　「日本理解の方法」への取り組み（国際日本学科）
　2期「日本理解の方法」は国際日本学科が運営主体である。本授業では、言
語と文化の二つの観点から、近現代における日本社会の変化と発展について
講義内容を構成している。第1週のガイダンスでは1期「世界理解の方法」で
の学びを経て世界の時間軸の中で日本社会の変化と発展についてどのように
学習を体系化させていくのか、授業方法や成績評価など今後の学習計画につ
いて取り扱い、講義は2週目から7週目までの6週間を言語のフィールド、8
週から13週までの6週間を文化のフィールドとした。言語のフィールドでは、
日本語の生成（文字・語種・音）とその言語的特徴、日本語の方言（地域方
言・社会方言）の広がりと西洋社会との接触による日本語表現の変化につい
て触れた。日本語の発生や時代ごとの言語の変化を通じて日本社会の推移を
具体的に捉えていく授業展開となっている。また、近現代の時代的特色とし
て、日本国家を維持していくための言語教育の側面があるが、日本語教育の
フィールドから訪日外国人にとっての日本語の受容、日本の植民地支配によ
る内地、外地での日本語教育の実態と言語教育のなかで見えた国語としての
侵略的日本語教育、1945年以降の国際交流のための日本語教育との教育の質
的転換について触れており、言語を通じて日本がどのように世界との接触を
試みてきたのか、具体的に把握できる内容構成となっている。
　文化のフィールドでは大きく、日本文化の伝統性と革新性、多言語多文化
社会としての日本をどのように考えていけるか、近現代の時間軸の中で学び
考えていける内容で構成されている。多言語多文化社会については、日本と
いう国家に身を置く者の立場を言語的文化的側面から多角的に考え、日本文
化や一言語としての日本語の多様性について考える講義内容となっている。
また、文化という広範な対象物・事象を日本の社会的発展と合わせて考えて
いく試みとして、伝統文化のフィールドでは言霊としきたり、能・歌舞伎の伝
統芸能を中心に日本文化の伝統性について触れており、近現代の激しい社会
的変化の中で移り行く人々の精神的・物質的変化について実際に伝統芸能で
使用される舞台道具を通じて細やかな技術を披露するなど、履修者にとって
実践的に文化を捉える機会となっている。文化の革新性については、近現代
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のメディア技術の発展によってもたらされた大衆文化の台頭について触れ、
西洋文化の受容にともなう人々のライフスタイルの近代化と経験・価値の類
似化、大量生産・消費社会に対する世界の批判的議論の展開など、文化の発
展と豊かさに対する価値の多様化の間に見える社会の歪みについて具体的に
考えていくための視点を提供する講義内容である。すべての講義内容を踏ま
え、第14週は「日本理解の方法」の教育目標の確認とこれまでの授業内容の
整理、第15週に定期試験及び試験の解説を経て終了した。
　本科目は日本がどのように時代の流れの中で変化を遂げ国際社会との接点
を持ってきたのか、歴史的経緯を学び日本のグローバル化についての履修者
の理解を促す教育内容であったと考える。一方で、全学科教員の専門性を活
かし日本理解の方法に繋げていこうとする授業構成であったため、内容が広
範で知識量があり、1年2期に履修する学習レベルとして適当であったのかと
いう点については、本科目に対する教員アンケートの中で指摘されている10。
その他の課題としても、両学科合同授業であるため、ある程度余裕のある教
室空間が求められるが、講義型・オムニバス形式の授業運営である為教員と
学生との距離とやり取りという点については、教員が全体に話をするという
流れが定着していった点などが挙げられる。しかし、ほぼ全教員が学生の学
習理解度を授業内に把握しようと、質問を投げ掛けてペアやグループで考え
させ、直接マイクを持って答えを聞きに行き一部の学生とのやり取りを全体
の学習理解の促進に繋げ知識を還元していくための工夫をするなど、教員と
学生間のコミュニケーションを全教員が重要視しており、その点は学習者の
学習意欲の向上と内容理解に繋がったものと考える。
　成績評価については、各回の担当教員が準備したリアクションペーパーの
点数と、定期試験の二つを評価対象とした。リアクションペーパーは授業内
容に対する学習者の理解度を採点する方式を取り、採点レベルは、「講義内
容が十分に理解できており、知識の運用、思考・表現において優れている」
（3点）、「講義内容が理解できており、知識の運用、思考・表現において問題
点は見られない」（2点）、「講義内容の理解が不十分であり、知識の運用、思
考・表現に問題がある」（1点）、「講義内容が理解できていない」（0点）と基
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準を設けた。定期試験は各回の担当教員が授業内容から四択問題を二問ずつ
出題し、授業内での学習が十分であったかどうかを測るための内容を出題の
基本としている。リアクションペーパー及び定期試験はいずれも学習者の学
習レベルを測る工夫がなされ、学科全体で成績の公平性を保持していくため
の体制を心がけている。
6.3　今後の課題
　今後の課題として、第1にあげられるのは、「世界理解の方法」と「日本理
解の方法」の運営のあり方の相違を超えて、すりあわせをはかるかどうかの
検討、であるだろう。現在のところ、前者は世界教養学科が担当し、後者は
国際日本学科が担当しており、それぞれの学科において、労力や人員構成の
面から実現可能な範囲の最適の方法を模索している。ある程度、両者の運営
が落ち着いてきた段階で、一定のすりあわせを検討する可能性が開けてくる
かもしれない。第2には、学生の授業評価に関するデータの収集である。2019
年度は運営初年度ということもあり、運営体制の整備に労力の多くが費やさ
れ、学生の側の授業に対する要求を十分には汲みとりきれなかった側面があ
る。この点の解消が、2020年度以降に求められるだろう。第3の課題は、グ
ループワークであったり、教員と学生とのコミュニケーションであったり、
学生の主体的な学習を促す工夫の錬成である。この錬成は、学生の授業評価
に関するデータの収集が進むなかで、より、現実に即したものになっていく
と期待される。
 【平山陽洋・齋藤　絢】
注
1 川口明彦「『大綱化』のめざすもの」『化学と教育』43巻6号（1995年）354頁。
2 同上。
3 大学審議会「大学設置基準等及び学位規則の改正について（答申）」文部省高等教育局企
画課内高等教育研究会編『大学審議会答申・報告総覧：高等教育の多様な発展を目指し
て』（ぎょうせい、1998年）140頁。
4 大学審議会「大学教育の改善について（答申）」文部省高等教育局企画課内高等教育研
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究会編『大学審議会答申・報告総覧：高等教育の多様な発展を目指して』（ぎょうせい、
1998年）76頁。
5 同上。
6 溝上智恵子「大学改革と教育課程の課題」『高等教育研究』第12集（2009年）118頁。
7 アンケート調査への同意書提出者数は430名。
8 6番目のアンケート項目については、回答選択肢に誤記があったためアンケート結果は無
効とし、「3.2.3 アンケート結果・考察」では扱わない。
9 Special Talkでは、外国語学部所属のネイティブ教員が自らの体験をもとに、世界や日本
に対する見方を英語と日本語を用いて講義した。
10今後の教育環境の改善を図り、以下の項目で「日本理解の方法」授業運営に関する教員ア
ンケートを実施した。これについては、字数の制限上の点から、別途実践報告をおこなっ
ていくこととする。1．授業運営・履修環境（オムニバス形式の運営、教室環境、受講者
数、教育内容への理解（教員・学生の双方において）と教育理念の共有の難しさ、定期
試験の形式、成績評価基準）について　2．教育効果への期待（「日本理解の方法」とご
担当された授業／内容との関係性や教育効果について、提供した学習内容の重要性、授
業の難易度、各回の授業内容の関連性／学習内容の体系化）　3．学生の授業態度（学生
の授業に対する姿勢／質問に対する反応など、リアクションペーパーの記述内容やその
質）4．「日本理解の方法」の課題点・改善点
